
第２回交流会では、多くの企業が

まだ、６年制を卒業した薬学生の採

用基準を明確にしていないことが明

らかになった。採用基準は明確では

ないが、各企業の考え方などはある

程度示され、「医学部や歯学部と並

び、６年制になった意義を考える

と、４年制を卒業した薬学生と同じ

採用基準ではいけないと思う」「６

年制を卒業した薬学生は、能力や知

識が高いということは想像がつく。

だが、企業がほしい人材は、個人と

して明確なビジョンを持っているか

どうかだ。それは、現在も将来も変

わることはない」といった意見が出

された。

一方、大学側からは、「対人コミュニケー

ションが上手でない学生が多い」との現状が

複数の大学から指摘された。その上で、「採

用時に、コミュニケーションの取り方はどの

ような点で評価されているのか」といった質

問が企業側に示された。

これに対して企業側からは、「結局は、人

対人だ。相手の目を見て話せるかなど、基本

的なところを見て評価している」「あいさつ

ができる、人の目を見て話す、立ち居振る舞

いに違和感がないなど、普通の対応ができる

かどうかがポイントになる」といった点が紹

介された。

また、「就職活動自体が狭窄化しており、

薬学生本人も条件を見ながら本人の希望の中

で選んでいくため、仕事に対する興味、会社

に対する興味が一般学生と比べると弱い。会

社のカラーを見比べながら、就職活動を行う

必要があり、自分の入った会社で、何がやり

たいのかを学生も考えてほしいと思う」とい

った要望もあった。

採用時期に関しては、あまり統一されてい

ない現状が示された。その上で、薬学生が就

職活動に専念するためには、時期を合わせる

必要があるといった考えが、複数の参加者か

ら強調された。

その中で大学側からは、「通常、４年制の

場合は３年次の秋から始めており、６年制の

場合は５年次の秋ということになる。だが、

５年次の秋には実務実習を受けている学生も

おり、不公平になってしまう。５年次の実務

実習が終わってからにしてもらえれば、公平

だと思う」という意見や、「実務実習が終わ

った３月中旬以降にしてもらえれば、学生も

実務実習に集中して臨めると思う」など、採

用時期は３月中旬以降に統一してほしいとす

る要望が多くみられた。

企業側からも、「５年次の実務実習終了以

降が、学生の本分からも適当だと思う。大学

から要望をきちんと出してもらえれば、われ

われは従う。統一して始めることになれば、

それが一番よい」といった考えが示された。
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また会議では、改正薬事法施行後

の薬剤師業務などについても意見交

換が行われた。

多くの企業が、薬剤師の業務に大

きな変化はないとしたが、「第１類

薬を中心に、積極的なカウンセリン

グが行われている」「より薬剤師の

仕事に注力するようになっている」

という意見が聞かれる一方、「第１

類薬は文書による説明が義務づけら

れ、時間が長めにかかってしまう」

などの現状も紹介された。

大学側からは、「薬学生の就職動

向からすると、これまでもドラッグ

ストア業界に、全学生の１割くらい

が進んでいる。ドラッグストア業界

を希望する薬学生の多くは、調剤業務とＯＴ

Ｃ医薬品に関連した業務の両方を学べるとい

うことで、進んでいるのだと思う。薬剤師と

して企業の一員となって頑張って働きたいと

いう気持ちがあるのだと思う」とした上で、

「特に、改正薬事法施行後の薬剤師業務が変

わったという印象は持っていない」との考え

が示された。

また、登録販売者制度もスタートしたが、

「登録販売者が扱えるのは、第２類薬、第３

類薬とはいえ、きっちりと責任を持って販売

しなければならない。新しい薬も次々に出て

くるので、日々勉強していく必要がある」と

いった意見や、「登録販売者と薬剤師の役割

は明らかに違う。２つを比較すること自体が

おかしい。店舗の中で薬剤師には、登録販売

者の育成や教育にも携わってほしい」といっ

た要望もあった。

第２回合同政策交流会

Dgs19社と18大学が意見交換

ドラッグストア事業の人事採用担当責任者と大学の就職担当者が一堂

に会して議論を交わす合同政策交流会が、これまでに２回開催されてい

る。第２回の交流会は、昨年10月末に開催され、ドラッグストア19社と

18大学が参加した。議論のテーマとなったのは、▽６年制卒薬学生に対

しての採用基準・採用時期・必要とされる人材像▽改正薬事法施行後の

店頭における薬剤師業務▽登録販売者の役割――などで、活発な意見交

換が行われた。会議の最後には交流会が主催する形で、大学やドラッグ

ストア、調剤薬局、製薬メーカー、病院などが参加する、薬学生等に対

する合同企業説明会を、来年をメドに開催する方針が決まった。

来年をメドに合同企業説明会を開催 来年をメドに合同企業説明会を開催 
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